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O
W
L

ま
で
一

貫
し
て

あ
た
り
10
万
円
前
後

と
し
て、

現
在、

国
内
で
は

（
ア

地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
—
に
よ
る
広
葉
樹
林
の
パ
ル
プ
向
け
立
木
評
価

ー．

は
じ
め
に

地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
は、

機
械

か
ら
3
6
0
度
周
囲
に
距
離
計
測
レ
ー
ザ

を
数
十
万
点
と
照
射
し、

周
囲
の
3
次
元

立
体
情
報
を
計
測
し
ま
す
（
写
真 
1)。

個
々
の
樹
木
に
着
目
す
る
と、

胸
高
位
置

の
幹
に
照
射
さ
れ
た
レ
ー
ザ
で
得
ら
れ
た

3
次
元
デ
ー
タ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
処
理
し

て
個
体
の
位
置
(
X
y
z
座
標）

と
直
径

を
推
定
し、

樹
木
の
梢
端
付
近
に
照
射
さ

れ
た
デ
ー
タ
か
ら
樹
高
を
推
定
し、

直
径

と
樹
高
等
か
ら
単
木
材
積
を
算
出
し
ま
す。

岩
手
県
の
森
林
の
約
半
分
は
広
葉
樹
林

で
す
が、

特
に
里
山
の
広
葉
樹
二
次
林
は

伐
っ
た
ら
幾
ら
く
ら
い
で
し
ょ
う
か。

山

元
価
格
等
か
ら
試
算
す
る
と、

広
葉
樹
・

薪
炭
材
と
し
て
伐
採
し
た
際
の
森
林
所
有

者
の
収
入
は、

1
9
6
0
年
代
か
ら
現
在

で
し
た。
こ
の
よ
う
に
価
値
が
低
い
た
め、

多
く
の
広
葉
樹―
一
次
林
で
は
伐
採
し
て
天

然
更
新
と、

植
栽
・
下
刈
り
や
間
伐
な
ど

の
手
を
全
く
加
え
ま
せ
ん。

資
源
調
査
も

困
難
に
な
る
た
め
に、

パ
ル
プ
用
な
ど
の

伐
採
収
穫
時
に
は、

素
材
生
産
事
業
体
と

森
林
所
有
者
で
ざ
っ
く
り
と
地
域
の
相
場

で
立
木
売
り
価
格
を
決
め
て
い
く
の
が
一

ド
イ
ン
研
究
所）

と

般
的
で
す。

そ
こ
で
我
々
は、

低
コ
ス
ト
で
正
確
な

市
販
さ
れ
て
い
ま
す。

今
回
は

を

広
葉
樹
林
の
評
価
の
た
め
に、

地
上
レ
ー

ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
広
葉
樹
林
の
パ
ル 
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の
二
種
類
が

レ
ン
タ
ル
し
て
計
測
に
用
い
ま
し
た。

層
木
で
し
た
の
で、

上
層
木
の
樹
高
を
過

小
推
定
し、

材
積
も
過
小
推
定
し
た
よ
う

ま
ず
は、

広
葉
樹
の
資
源
量
を
把
握
で

プ
向
け
立
木
評
価
手
法
を
開
発
し
ま
し
た。

2．

方
法
と
結
果

写真1 落葉広葉樹林での地上レーザスキャナーによる3次元
計測画像

m 
広
葉
樹
林
の
地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー

に
よ
る
林
分
材
積
推
定

森
林
計
測
用
の
地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー

き
る
か、

検
討
し
ま
し
た。

岩
手
凛
久
慈

市
山
形
町
の
広
葉
樹
二
次
林
を
対
象
と
し

て、

30
年
生、

50
1
65
年
生、

1
0
0
年

生
と
林
齢
の
異
な
る
8
箇
所
の
林
分
を
選

び
ま
し
た
（
写
真 
2)。

各
林
分
に
20
m

方
形
の
標
準
地
を
設
定
し、

地
上
レ
ー
ザ

ス
キ
ャ
ナ
ー
計
測
と
手
作
業
に
よ
り、

直

径
と
樹
高
計
測
を
行
い
林
野
庁
材
積
表
か

ら
材
積
を
算
出
し
ま
し
た。

地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
手
作
業
に

よ
る
林
分
材
積
を
比
較
す
る
と、

1
0
0

年
生
以
外
の
広
葉
樹―
一
次
林
で
は、

林
分

材
積
は
手
計
測
と
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
り、

精
度
よ
く
計
測
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た。
一
方、

1
0
0
年
生
の
林
分
で
は、

手
作
業
で
の
材
積
が
約
8
0
03

に

m
/
ha 

対
し
て、

地
上
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
は、

約
6
0
03

に
な
り
過
小
推
定
で
し 

m
/
ha 

た。

O
W
L
で
は
30
m
ま
で
し
か
レ
ー
ザ

が
到
達
し
ま
せ
ん
が、

1
0
0
年
生
の
林

分
で
は
樹
高
が
30
m
を
越
え
る
立
木
が
上
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四

広
葉
樹
林
の
立
木
評
価

立
木
評
価
方
法
と
し
て 、
市
場
価
格
と

伐
採
コ
ス
ト
か
ら
利
益
を
算
出
す
る
簡
易

的
手
法
を
用
い
ま
し
た 。
バ
ル
プ
材
と
し

て
の
収
入
は 、
東
北
農
政
局
の
チ
ッ
プ
用

素
材
価
格
1
0,
7
0
0
円
／ 3rn
を
用
い 、

地
上
レ
ー

ザ
計
測
の
林
分
材
積
と
広
葉
樹

利
用
率
（
聞
き
取
り
調
査
で 、
50
%）
を

掛
け
ま
し
た 。
素
材
生
産
事
業
体
か
ら
の

聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と 、
ウ
ィ
ン
チ
付

き
グ
ラ
ッ
プ
ル
で
木
を
寄
せ
て
チ
ェ
ー

ン

ソ
ー

で
玉
伐
り
し
た
場
合
の
生
産
コ
ス
ト

は 、
5,
0
0
0
S
1
2.
0
0
0
円
／ 3m

で
あ
り 、
そ
の
中
央
値
の
8,
5
0
0
円

/
3m
を
用
い
ま
し
た 。

各
プ
0
ッ
ト
の
地
上
レ
—

ザ
ス
キ
ャ
ナ
—

に
よ
る
林
分
材
積、
収
入 、
伐
採
コ
ス
ト 、

利
益
を
ま
と
め
ま
し
た
（
表
1) 。
ま
ず

林
齢
に
対
す
る
林
分
材
積
の
ば
ら
つ
き
は

大
き
く 、
単
純
に
林
齢
が
大
き
く
な
れ
ば 、

林
分
材
積
が
大
き
く
な
る
と
は
限
ら
な
い

と
わ
か
り
ま
し
た 。
林
分
材
積
の
ば
ら
っ

き
は
大
き
い
た
め
に 、
標
準
地
な
ど
で
調

査
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す 。
林
分

材
積
に
よ
り 、
収
入
と
伐
採
コ
ス
ト
も
変

化
し 、
利
益
は
15

万
s
40
万
円
／
ha
と
な

り
ま
し
た 。
岩
手
県
北
部
で
の
聞
き
取
り

調
査
に
よ
る
と 、
。ハ
ル
プ
用
の
二
次
林
で

で
す 。
高
す
ぎ
る
林
分
は 、
O
W
L
に
は

不
適
で
し
た 。

1

2

3

4

5

6

7
 

の
立
木
売
り
価
格
は
約
30
万
円
／
ha
で
あ

り 、
利
益
の
推
定
値
と
同
程
度
で
し
た 。

近
場
で
あ
れ
ば
移
動
時
間
や
準
備
も
含

め
て 、
O
W
L
に
よ
り一
日
に
5
プ
ロ
ッ

ト
程
度
の
調
査
は一
人
で
可
能
で
あ
り 、

人
件
費
2
4,
0
0
0
円
／
1

人
日 、
0

表1

番号

地上レーザスキャナー計測の林分材積による広葉樹林での伐採時の利益の推定
林齢 林分材積パルプ収入

(year) (mツha) (¥ /ha) 

30 244 ¥1,306,000

30 136 ¥727,000

48 341 ¥1,826,000

55 240 ¥1,281,000

55 265 ¥1,415,000

65 368 ¥1,967,000

65 183 ¥978,000

伐採コスト

(¥ /ha) 

¥1,038,000

¥578,000

¥1,451,000

¥1,018,000

¥1,124,000

¥1,563,000

¥777,000

利益

(¥ /ha) 

¥268,000

¥149,000

¥375,000

¥263,000

¥290,000

¥404,000

¥201,000

（
 

W
L

の
レ
ン
タ
ル
料
1
8,
0
0
0
円
／

日
と
し
て 、
1

標
準
地
の
野
外
調
査
コ
ス

ト
は 、
8,
4
0
0
円
と
試
算
し
ま
し
た 。

以
上
か
ら
低
コ
ス
ト
に＿
人
で
で
き
る
広

葉
樹
林
評
価
手
法
が
開
発
で
き
ま
し
た 。

た
だ
し 、
こ
れ
は
下
層
灌
木
な
ど
の
下
刈

り
は
な
し
で
の
試
算
で
す 。

23

地
上
レ
ー

ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー

利
用
の
適

地
の
考
察

地
上
レ
ー

ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー

は
対
象
物
に

レ
ー

ザ
を
照
射
し
て
3
次
元
計
測
す
る
た

め
に 、
森
林
計
測
で
最
も
問
題
と
な
る
の

は
下
層
に
繁
茂
す
る
灌
木
や
サ
サ
類
の
量

で
す 。
直
感
的
に
は 、
約
2
m
の
高
さ
で

設
置
し
た
レ
ー

ザ
機
械
か
ら
対
象
木
の
直

径
が
目
視
で
見
通
せ
れ
ば 、
そ
の
個
体
の

直
径
は
計
測
で
き
ま
す 。
し
か
し 、
下
層

灌
木
類
が
繁
茂
す
る
と 、
中
上
層
の
対
象

木
の
直
径
が
見
過
せ
な
く
な
り 、
四
方
八

方
に
レ
ー

ザ
計
測
点
が
あ
っ
て
も
ど
こ
か

ら
も
計
測
で
き
な
い
場
合
が
出
て
き
ま
す 。

こ
の
た
め
に
下
層
濯
木
類
が
繁
茂
す
る
箇

所
で
は 、
計
測
前
に
刈
り
払
い
が
必
要
に

な
り 、
作
業
量
が
大
き
く
な
り
ま
す 。

著
者
は
こ
れ
ま
で
に
束
北
各
地
で 、
一

人
で
地
上
レ
ー

ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー

計
測
を
実

施
し
て
き
ま
し
た 。
本
論
の
岩
手
県
久
慈

市
広
葉
樹
二
次
林
で
は 、
晩
秋
で
下
層
灌

木
は
落
葉
し
て
お
り 、
雪
が
少
な
く一
斉

林
で
無
間
伐
林
の
よ
う
に
下
層
灌
木
類
は

／し｀

森
林
総
合
研
究
所

森
林
管
理
領
域

資
源
解
析
研
究
室

小
谷
英
司

0
2
9

5
7
2

3
2
1
1
 

少
な
い 、
サ
サ
は
低
い 、
と
地
上
レ
—

ザ

ス
キ
ャ
ナ
ー

計
測
に
好
条
件
だ
っ
た
よ
う

で
す 。
一
方
で 、
難
し
か
っ
た
の
は
山
形

隈
の
広
葉
樹
林
で
す 。
多
雪
地
で
あ
る
た

め
に
雪
害
に
よ
る
ギ
ャ
ッ
プ
（
林
冠
の
穴）

が
多
く
て
常
緑
広
葉
樹
の
下
層
灌
木
が
繁

茂
し
て
お
り 、
落
葉
期
で
も
地
上
レ
ー

ザ

の
見
通
し
が
悪
く 、
デ
ー

タ
が
全
く
処
理

で
き
な
い
箇
所
が
多
々
あ
り
ま
し
た 。
下

層
灌
木
が
多
い
と
刈
り
払
う
必

要が
あ
り

ま
す
が 、
刈
払
い
し
た
場
合
に
は
二
人
で

手
作
業
に
よ
り
計
測
し
た
方
が
作
業
時
間

も
短
く
な
り 、
む
し
ろ
効
率
的
な
事
も
あ

り
ま
す 。
特
に一
人
で
計
測
と
下
刈
り
の

両
方
を
行
う
と
す
る
と 、
作
業
時
間
が
非

常
に
か
か
り
ま
す 。
な
お 、
ス
ギ
等
の
人

工
林
で
も
低
層
濯
木
の
少
な
い
無
問
伐
林

が
地
上
レ
ー

ザ
ス
キ
ャ
ナ
—

計
測
に
は
適

し
て
お
り 、
間
伐
林
は
下
層
灌
木
が
多
い

の
で
刈
払
い
に
時
問
を
要
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す 。
こ
の
よ
う
に 、
地
上
レ
ー

ザ
に

よ
る
森
林
計
測
を
効
率
的
に
実
施
す
る
に

は 、
場
所
と
条
件
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
す 。
今
固
の
岩
手
県
太
平
洋
岸
の
広

葉
樹＿一
次
林
は 、
地
上
レ
ー

ザ
計
測
の
適

地
と
考
え
ま
し
た 。
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